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Ⅰ 古代ローマ起源説

複式簿記起源論は、古代ローマ起源説と中世イタリア起源説の二つの説が相対立し

ている。

古代ローマ起源説とは、複式簿記の発生と成立の時期を、古代ローマ時代の会計記

録に求める説であり、中世イタリア起源説とは、複式簿記の発生と成立の時期を中世

のイタリアの都市国家の時代の会計帳簿に求める説である。

世紀、シモン・スティーヴン は、古代ギリシャ人及びローマ人17 (Simon Stevin)

が、複式簿記を知っていたという説を提唱した。

古代ローマ起源説は、 世紀のイタリアで、ニーブル 、カンテゥ19 (Niebuhr)

(Cantu) (Bariola) (Rossi)、そしてバリオラ 等により支持された。しかし、ロッスィ

は反対説を唱えた。

そして、 世紀に入ってからも、マリィ とカッツ は、この古代20 (Murray) (Kats)

ローマ起源説を主張したのである。

特に、カッツの論説は、次のごときものである。

古代ローマの時代、一般の市民が公然と商売することは、法律で禁じられていた。

そこで市民達は、優秀な奴隷を使って商売をさせ、会計帳簿に商売の内容を記録させ

た。奴隷は、主人のために商売に従事し、会計帳簿に主人勘定と現金勘定を使って、

商売を明確に記録した。

例えば、奴隷が主人から現金を受領した場合は、現金出納帳へ借方記入し、主人勘

定へ貸方記入する。現金を貸付けた場合は、債務者名を、カレンダリゥムの借方へ記

入し、現金勘定を貸方記入する。

【ワークショップ①―片岡】
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貴族＝主人、奴隷＝代理人の間に発生した委託と代理人の関係は、債権と債務の関

係に発展し、複式簿記の発生を見たとするのである。主人と代理人の間の金銭関係を

明確にすることを目的とする簿記組織を「代理人簿記」と呼ぶ。カッツは、古代ロー

マにおける代理人簿記の存在をもって、古代ローマ起源説を主張した。しかし、この

理論の基礎となる史料の存在が明確ではない。

16 (Schwarz)現金勘定と主人勘定を中心とする代理人簿記は、 世紀のシュヴァルツ

の簿記の第１例題及びメンハー の簿記例題にも見られる。(Menher)

Ⅱ 中世イタリア起源説

中世イタリア起源説は、トスカーナ説、ジェノヴァ説、ロンバルディア説、ヴェネ

ツィア説、同時期説に分類される。

スカーナ説(1) ト

年の一銀行家の会計帳簿A 1211

フィレンツェのメディチア・ラウレンツィアナ図書館に保管されている

1211 (Pietro Santini)年の一銀行家の会計帳簿は、言語学者ピエトロ・サンチーニ

が、 年に転写して以来、世界最古の勘定記録として注目された。そして、ズィ1887

ーヴェキング 、フォーゴ 、ウルフ 、ベス(Sieveking, 1901) (Fogo, 1905) (Woolf, 1912)

タ 、ペンドルフ 、メリス 、ルーヴァー(Besta, 1922) (Penndorf, 1933) (Melis, 1950)

、そしてリー 等がこの帳簿を考察している。そして我国で(Roover, 1956) (Lee, 1973)

は、小島男佐夫教授、泉谷勝美教授、茂木虎雄教授等が研究を公表している。この会

、 、計帳簿の取引記入は 一銀行家によってなされた貸付とその回収に関するものであり

diedare人名勘定による、貸借形式で構成されている。貸付と回収の用語は、貸付を

または （与えるべし 、回収を または （持つべし）またdino dare di avire dovea avire）

は （与えた）で示している。ci a dato

レニエリ・フィニィの会計帳簿B

トスカーナ説は、トスカーナ地方で記録された会計帳簿、特にフィレンツェの国立

古文書館に、保管されている 年から 年にかけてのレニエリ・フィニィ1296 1305

商会の元帳に複式簿記の起源を求める説である。(Renieri Fini)

フィニィ商会の会計帳簿が、複式簿記最古の会計帳簿とする説を主唱したのは、カ

ステラーニ とメリス である。(Castellani) (Melis)

言語学者のカステラーニは、帳簿に対して詳細な検討を試みた後、 年に、彼1952

「 」 、 。 、の著書 フィレンツェの新しい原文 の中で 次のような結論を下している 帳簿は

段落的に記入されているが、収入と支出のために勘定、受取と支払のための人名勘定

が採用され、借方と貸方が、同金額で対照記入されているので、フィニィの会計帳簿

が複式簿記で記入されていることは、確実である。

メリスは、 年、彼の著書『会計史』の中で 「フィニィの会計帳簿が、複式簿1950 、

記によって記録されていると、判断できることは確実である」と記述している。

【ワークショップ①―片岡】
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一方、ルーヴァー は、フィニィの会計帳簿の複式簿記説に対し、次のよ(Roover)

うな反論を説えている。

1340 1296もし、カステラーニの説が正しければ、複式簿記の起源は、 年ではなく

年に、そしてジェノヴァではなくフィレンツェということになる。しかし、小さな断

片から、全面的な結論を下すことは、むしろ危険のように思われる。特に、帳簿締切

に関する手続には何の表示もない。最後に、一方に資産を、もう一方に負債と所有主

持分を示す実際の残高 を所有しているのであろうか。もし、この質問に対(balance)

して、肯定的に答えられないならば、この帳簿が複式簿記で記入されたなどと、簡単

には言えないのである。

この帳簿で採用された勘定科目は、レニエリ・フィニィ、バルド・フィニィ、フィ

ノ・デ・ベンツィ、ビッチオ・フランチェスィ商会、ムッチォ・サラチィニィ商会等

の人名勘定、利息勘定、経費勘定そして利益勘定である。

勘定科目の借方と貸方が、離れて相対立している。例えば、 フォーリオの利息40

勘定の借方と フォーリオのレニエリ・フィニィの貸方が、貸借対照の形式を有し70

ている。

ジェノヴァ説(2)

ジェノヴァ説は、ジェノヴァの国立古文書館 に保管(Archivio di Stato di Genova)

されている 年のジェノヴァ市庁の財務官帳簿に複式簿記の起源を求めるもので1340

ある。帳簿は２冊存在する。この帳簿を最古の複式簿記とみなす説は、ジーヴェキン

グ、フォーゴ、ウルフ、ペンドルフ、ペラガロ 、そしてマルティネッリ(Peragallo)

等によって主張されている。(Martinelli)

各頁を真中から左右に区分し、左側に借方を右側に貸方を記入し、勘定は左右貸借

対照形式である。

借方を で、貸方を で統一表示しているが、後に続くdebet nobis pro Recepimus in

記入は、貸借用語の代わりに （同様）の略語を採用している。Item

勘定には、人名勘定、諸種の商品勘定、商品販売損益勘定、経費勘定、為替利益及

び損失勘定、損益勘定、ジェノヴァ市庁勘定等が採用された。すなわち、この帳簿で

は、左右貸借対照の複式記入の元帳で、実在（人名）勘定、名目（損益）勘定、物的

（商品名）勘定が採用された。現金勘定は、記録されていない。

ロンバルディーア説(3)

(Archivio della Fablicaロンバルディーア説は、ミラノのドゥオーモ建物古文書館

に保管されているカタロニア商会の元帳 ～ 年 に、複式簿記de Duomo) (1395 1398 )

の起源を求めるものである。

この説は、ゼルビとルーヴァーによって主張されたものである。ベスタとマルティ

ネリは、同じドゥオーモ建物古文書館に保管されているピアチェンツァの財務帳簿

、 。(1356 1359 )年～ 年 をもって ロンバルディーアにおける最古の会計帳簿としている

カタロニアの元帳は、一頁を左右に区分する貸借対照の形式で、左側・借方は

、右側・貸方は で統一表示している。そして、出資者（マルdebet dare debet habere
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コ・セライネリオとジョアンニーノ・デ・デゥニアーノ）勘定、損益勘定、人名勘定

（フランコ・セライネリオ他 、諸種の商品勘定（綿布、羊毛、毛皮他 、現金勘定等） ）

を採用した。

もし、この帳簿を、複式簿記最古の記録とするならば、複式簿記とは、左右対照形

式の複式記入であること、現金勘定、商品勘定、人名勘定、資本金勘定、損益勘定等

を必要とすることとなる。

ヴェネツィア説(4)

現在、ヴェネツィアの国立古文書館 には、グリマー(Archivio di Stato di Venezia)

ニの元帳 ～ 年 、ソランツォ兄弟の旧元帳 ～ 年 と新元帳(1408 1409 ) (1410 1417 )

～ 年 、バルバリゴの会計帳簿 ～ 年 、そしてジャコモ・バド(1406 1434 ) (1430 1582 )

エルの元帳 ～ 年 等が保管されている。(1436 1439 )

ベスタが、ヴェネツィア最古の複式簿記帳簿と称したソランツォ兄弟の会計帳簿と

は、多くの会計史学者によって、諸種の評価が与えられている。

例えば、フォーゴは、旧元帳には、損益勘定、資本金勘定、そしてこれに関連した

思考がなく、不完全であるが、新元帳には、損益勘定、資本金勘定、人名勘定、物的

勘定があり、完全であるとしている。

ペンドルフは、旧元帳については、損益勘定の欠如を理由に、完全性を否定し、新

元帳については、複式簿記完全説をとる。

マルティネッリは、旧元帳については、損傷のひどさを理由に、その不完全さを指

摘し、新元帳については、複式簿記の採用を認めている。

de dar deno dar de新旧両帳簿とも、貸借の用語は、借方を または で、貸方は

または で統一している。aver deno aver

両帳簿に、人名勘定、旅商勘定、諸種の商品勘定等、同じような勘定科目が多く見

られる。

ただし、旧元帳には、左頁に借方、右頁に貸方を記入する左右両頁が、貸借対照形

、 、 、 、式で記入されたのに対し 新元帳には 一頁を真中から左右に区分し 左側に借方を

右側に貸方を記入している。

そして、新元帳には、損益勘定があるが、旧元帳には、損益勘定が見られない。

この新元帳では、元帳における貸借複式記入がなされ、人的勘定、現金勘定、旅商

勘定、商品勘定、損益勘定、資本金勘定等が記録された。

同時期説(5)

、 、 、同時期説は 複式簿記の起源を 一都市及び特定の会計帳簿に限定するのではなく

ジェノヴァ、フィレンツェ、ミラノそしてヴェネツィア等の各都市で、ほぼ同時期、

、 、 。 、すなわち ～ 世紀にかけて 複式簿記が生成したと考える説である なぜなら13 14

年のジェノヴァの財務官帳簿、マイノ銀行やカタロニア商会等の 世紀のロン1340 14

バルディーアの会計帳簿、そしてフィニィやファロルフィに代表される ～ 世紀13 14

のトスカーナの会計帳簿、そして 世紀のヴェネツィアの会計帳簿は、それぞれ、15

独特の特徴ある帳簿組織を有している。



- 5 -

【ワークショップ①―片岡】

例えば、ジェノヴァの財務官帳簿の貸借用語は、借方が 、貸方がdebet nobis pro

で統一表示されている。これに対し、トスカーナ、ロンバルディア、ヴェRecepimus

ネツィア等での貸借用語は、借方が 、貸方が 他等である。この貸借de dare de avere

用語に関して言えば、ジェノヴァと他の都市に関係が見られない。もし、ジェノヴァ

の財務官帳簿を、複式簿記の起源とするならば、貸借用語も、他の都市で採用された

はずである。

この同時期説は、ペラガロ 年 やルーヴァー 年 によっても主張され(1938 ) (1956 )

ている。

Ⅲ ベネデット・コトルリの複式簿記文献

世界で最初に出版された複式簿記文献は、 年にヴェネツィアで出版されたル1494

『 』（ ） 。カ・パチョーリ の スムマ 算術・幾何・比及び比例全書 である(Luca Pacioli)

しかし、この『スムマ』出版の 年前の 年 月 日に、ラグーサ出身のベ36 1458 3 17

ネデット・コトルリ は、複式簿記に関する原稿を『商業(raguseo Benedetto Cotrugli)

技術の本』 というタイトルで執筆した。しかし、この( )Libro dell’arte di mercantura

原稿は出版されなかった。そして、執筆後 年たった 年に、やっと『商業と115 1573

完全な商人』 という題目でヴェネツィアで( )Della mercantura et del mercante perfetto

出版された。コトルリの原稿は、イタリアでも発見されていない。しかし、この原稿

には一冊の写本（マノスクリット）が作成されていた。一冊目は、 年に作成さ1475

れたもので、最近、マルタ島で発見された。

、 、二冊目は 年 月 日にストロッツィ によって作成されたもので1484 3 17 (Strozzi)

現在、フィレンツェ中央図書館 に保管されてい(Biblioteca Nazionale Centrale Firenze)

る。

このコトルリの簿記論に対して、多くの会計史学者達が、複式簿記論肯定説をとっ

ている。例えば、バリオラ、ベスタ、フォーゴそしてペラガロ等は、コトルリの簿記

は複式簿記の構造を有していたと主張している。しかし、ペンドルフは 「コトルリ、

は複式簿記について、明確には述べていないことが推定される」と記述している。

コトルリ簿記の複式簿記説を検討することにより、複式簿記の内容を探りたい。

Ⅳ ルカ・パチョーリの世界最初に出版された複式簿記文献

ルカ・パチョーリの『スムマ』は、簿記・会計の歴史に、新紀元を画したものであ

った。パチョーリの「簿記論」は、ヨーロッパに科学的会計の基礎をおいたといい得

る 「近代会計学の父」と呼ばれるパチョーリ簿記論を考察することにより、複式簿。

記の意義を明らかにしたい。


